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議 決 事 項

件 名 提 案 理 由 審議の状況 採決の次第

議案第１号
鹿児島県教育振 教育基本法第17条第２項の 特 記 事 項 決 定
興基本計画（案） 規定に基づき，鹿児島県教育 な し
について 振興基本計画を策定しようと

うするものである。

議案第２号
鹿児島県立学校 平成31年５月１日（2019年 特 記 事 項 決 定
管理規則等の一部 ５月１日）に予定されている な し
を改正する規則の 改元に向けた対応として，県
制定について 教育委員会規則に定める様式

中の「平成」の文字を削るな
ど，所要の改正を行おうとす
るものである。

議案第３号
鹿児島県立高等 高等学校学習指導要領の改 特 記 事 項 決 定
学校学則の一部を 訂に伴い，移行期間中に適用 な し
改正する規則の制 すべきものとしている事項を
定について 踏まえ，その趣旨の実現を図

るため，所要の改正を行うと
ともに平成31年５月に元号が
改正となることから，文言の
整理をしようとするものであ
る。

議案第４号
校長の任命につ 校長の退職に伴う，後任発 特 記 事 項 決 定
いて 令をしようとするものであ な し

る。

議案第５号
職員の懲戒処分 学校職員の非違行為につい 特 記 事 項 決 定
について て，教育公務員としての責任 な し

を問おうとするものである。
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会 議 要 旨

１ 開会

２ 会議の公開等について
教育長報告第４号，議案第４号及び議案第５号については，非公開で審議す

る旨，教育長から発議があり，全会一致で議決された。

３ 平成30年度第10回教育委員会定例会の会議録の承認

承 認

４ 教育長報告
報告第１号 平成30年度いきいき教育活動表彰の被表彰者の追加決定につい

て
（総務福利課長）平成30年度いきいき教育活動表彰の被表彰者について，教育長

の臨時代理により追加決定した旨報告

（教育長） 異議がないようなので，教育長報告第１号は了承をいただいた
ものとする。

報告第２号 平成30年度３月補正予算案についての知事への意見申出につい
て

（総務福利課長）平成30年度３月補正予算案について，知事から意見を求められ
たので，教育長の臨時代理により差し支えない旨回答したこと及
びその内容等について説明

（教育長） 異議がないようなので，教育長報告第２号は了承をいただいた
ものとする。

報告第３号 平成31年度当初予算案についての知事への意見申出について
（総務福利課長）平成31年度当初予算案について，知事から意見を求められたの

で，教育長の臨時代理により差し支えない旨回答したこと及びそ
の内容等について説明

（島津委員） 数字だけでは分かりづらいところがあったが，本日いただいた
概要の資料を見せていただき，金額的には同じであるが，中身が
変わっていることが分かった。このような形で説明していただけ
るとありがたい。

（今村委員） 金額が毎年度同じであり，これが妥当であるのかなかなか分か
らなかったが，この概要の資料に新規事業と廃止事業が書かれて
いたので，よく分かった。
また，教育には1,720億円という大きな費用が掛かっており，そ

のうち，職員給与費が1,512億円でほとんどが人件費である。やは
り，教育にはこれだけ必要になる。
来年度の歳入は426億円であるが，歳出の1,720億円との差は，

一般財源及び振替財源から持ってくると説明していただいた。こ
こ２，３年，歳入の方が若干減ってきている。一般財源及び振替
財源の構成比が来年度は75％となる。以前は73％だったが，少し
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ずつそのようなトレンドにあるのか，それとも，基本は変わらな
いのか。
また，妥当性はどうか。歳入の財源のうち，将来の県民に実際

には借金を重ねているのか，それとも，適切な歳入の中で教育が
なされているのか。この辺については，資料を見ただけでは分か
らないので，教えていただきたい。

（総務福利課長）歳入については，生徒数の減少に伴い，使用料・手数料が下が
っている。一方で，特別支援学校の生徒の増加に伴って職員が増
加し，人件費の方は上がっているところである。
人件費の３分の１は国の支出金であるが，３分の２は県の負担

になっており，全体的な傾向としては，一般財源及び振替財源が
大きくなりつつある。
教育は県予算の20％以上を占め，人材育成という大きな役割を

担っている。厳しい財政状況であるが，精査して必要な予算の確
保に努めてまいりたい。

（原之園委員） 既存事業の県立学校校務用パソコン等整備事業の事業量増につ
いて，具体的に教えていただきたい。
また，育英財団奨学事業の貸与計画はどのように見直されたの

かについても教えていただきたい。

（総務福利課長）県立学校校務用パソコン等整備事業の事業量増については，毎
年機器の更新を行っており，年度によって整備した数が異なるこ
とから，年度によって増減するものである。
育英財団奨学事業の貸与計画見直しについては，これまでは一

般財源から充当していたものを国から移管された予算を活用する
などして196,924千円の財源に充てたため，一般財源の分の支出が
減ったものであり，この事業内容を大きく変更したものではない。

（原之園委員） 児童生徒に対する影響はないということで理解した。

（教育長） 異議がないようなので，教育長報告第３号は了承をいただいた
ものとする。

５ 議案
議案第１号 鹿児島県教育振興基本計画（案）について

（総 務 福 利 課 企 画 監）教育基本法第17条第２項の規定に基づき，鹿児島県教育振興基
本計画を策定しようとするものである。

（島津委員） 半年以上かけてまとめていただき，完成度の高いものができた
と思う。これからの時代を担う子供たちや県民への方向性を示し
ていただいた。これからは，これを確実に実行していただきたい。
若干の反省として，「子ども専用携帯電話のフィルタリング設

定率」の数値目標が５年かけて100％となっているが，もっと早く
100％になる取組が必要であると思う。また，特別支援教育に係る
「移行支援シート等を活用して引継ぎを受けた割合」は，60％や
80％ではなく，100％にする必要があると思う。この数字は数字と
して，早めに実現していただきたい。今後の教育の進め方につい
てよくまとめられているので，是非推進していただきたい。
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（総 務 福 利 課 企 画 監）数値目標は最低ラインとして認識しており，確実に達成してい
くとともに，できる限り達成率を上げ，達成時期を早めるよう努
力してまいりたい。

（原之園委員） 昨今のニュース等で全国的に児童虐待が報道されており，非常
に残念なことである。本県でも２月12日に児童虐待防止対策会議
が開催された。児童虐待が増えている状況があるので，教育振興
基本計画の中に児童虐待防止の取組を入れる必要があるのではな
いか。内容を見ると，地域との連携を深め，教育委員会，学校，
家庭，警察，自治体の関係部局等との連携について書かれてはい
るが，具体的な文言を入れる検討をしていただきたい。

（社会教育課長）児童虐待については，情報の共有がなされていないこと，確実
に必要なところへ情報が行き渡っていないという現実を見て，非
常に残念な思いをしている。家庭，地域や学校も含めた形で，子
供たちを守り育てていくという観点で，社会教育課の事業の中で
も努めてまいりたい。

（原之園委員） 今回千葉県の例で問題だったのは，学校・教育委員会と児童相
談所との連携が上手くできていなかったことである。更に連携を
深め，時代を反映した緊急な取組が必要であると思う。

（教育長） 異議がないようなので，議案第１号は原案のとおり議決する。

議案第２号 鹿児島県立学校管理規則等の一部を改正する規則の制定につい
て

（総務福利課長）平成31年５月１日（2019年５月１日）に予定されている改元に
向けた対応として，県教育委員会規則に定める様式中の「平成」
の文字を削るなど，所要の改正を行おうとするものである。

（教育長） 異議がないようなので，議案第２号は原案のとおり議決する。

議案第３号 鹿児島県立高等学校学則の一部を改正する規則の制定について
（高校教育課長）高等学校学習指導要領の改訂に伴い，移行期間中に適用すべき

ものとしている事項を踏まえ，その趣旨の実現を図るため，所要
の改正を行うとともに平成31年５月に元号が改正となることから，
文言の整理をしようとするものである。

（島津委員） 「総合的な学習の時間」と「総合的な探究の時間」との違いは
何か。

（高校教育課長）生徒の学習の仕方で説明すると，「総合的な学習の時間」は，
ある程度課題が与えられ，それに対してどのような問題点がある
かを見つけて学習を進めていく。「総合的な探究の時間」は，生
徒本人が将来どのような人生を送るのか，将来に向けた自分の進
路を突き詰めて考える中で生まれた課題，要するに，自分の人生
設計に合わせて引き出した問題点についてテーマを設定する。学
習のテーマが，自分のキャリアを考える中で，身近なテーマとな
るものである。
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新１年生からは，この「総合的な探究の時間」を取り入れてい
くことになる。これらについては，今後，新たな学習指導要領に
則って行うことになる。

（教育長） 異議がないようなので，議案第３号は原案のとおり議決する。

６ その他
(1) 学校における業務改善アクションプラン（案）について
（教職員課長） 学校における業務改善アクションプラン（案）及び教師の勤務

時間の上限に関する指針（案）について説明

（島津委員） 業務改善のアクションプランとしてかなり整備されてきており，
この内容を実践できればよいと思う。
ここに書いてあるとおり，最終的な目的は教育の質の維持・向

上である。この業務改善に伴い，結果的に教育の質が向上される
ことを考えたとき，並行して，教育の質の向上のための施策を整
備することが必要になると思う。この業務改善により，先生方の
仕事がよりやりやすくなった結果として，新たな取組も並行して
進められるとよい。
また，フォローアップするとき，具体的にどのようにするのか。

全数調査なのか，それとも，抽出調査なのか。何か考えがあれば，
教えていただきたい。

（教職員課長） 業務改善方策検討委員会においても，教育の質の維持・向上が
目的であることを明確にしなければならないと議論してきた。学
校における業務改善というのは，学校の中だけでなく，地域や保
護者も含めて社会全体で考えなければならない。そのためには，
何のために行うのか明確にしなければならないと議論してきた。
学校に伝える場合も，時間を守ることだけが優先される形になら
ないよう，管理職にも理解していただけるような伝え方をしなけ
ればならない。また，そのような形で進めていかなければならな
い。
また，フォローアップの方法については，具体的なところまで

はまだ詰めていないところである。少なくとも，フォローアップ
そのものが学校の負担にならないよう，確実に実効性のある取組
となるよう工夫してまいりたい。

（原之園委員） 会議等の年間総時間数を20％削減するのは非常に良いことであ
るが，実際，学校では職員間の連携を図って情報を共有するため
には会議が必要になってくる。この20％という数字は現場で実証
された数字なのか。

（教職員課長） 具体的に20％削減が実現できるかどうか検証したわけではない。
本県でも指針として勤務時間の上限を示すが，その時間の中で質
の高い教育を継続するためには，削るべきものが出てくる。会議
や研修に時間が割かれ，負担を感じている教員もいるので，どの
くらいの時間を削減しなければならないか算出した結果がこの20
％である。

（原之園委員） 先ほどの予算の説明で，パソコンの整備の話もしていただいた。
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パソコン等を上手く活用することで対応できないだろうか。子供
たちと向かい合う時間を増やさなければならない。そこが出発点
だと思うので，これが良い方向に向かうよう，お願いしたい。

(2) 鹿児島県部活動の在り方に関する方針（案）について
（保健体育課長）鹿児島県部活動の在り方に関する方針（案）及び提言（案）に

ついて説明

（島津委員） これは鹿児島県教育委員会が策定するので，私立学校は対象に
ならないと考えてよいのか。

（保健体育課長）学校法人等の学校の設置者は，スポーツ庁のガイドラインに則
り，都道府県の運動部活動の方針を参考に，設置する学校に係る
部活動の方針を策定することになっているので，この方針案を参
考に策定するものだと考えている。

（島津委員） 結果的には，私立学校も同様の考え方を持つ必要があるという
ことか。

（保健体育課長）そのとおりである。

（島津委員） 競技スポーツ以外で，生徒が部活動を楽しむことを考えたとき，
大会ではなく，複数の学校が集まってスポーツを楽しむ場はない
のか。

（保健体育課長）この方針の中で，複数で部活動を構成して大会に出ることもあ
る。また，鹿児島市では，スポーツ教室として，大会等に出られ
ない生徒たちが集まってスポーツのルールを学んだり，ミニゲー
ムをしたりしている。それが県下全域で行われているかどうかに
ついては調査していないが，今後，中学校体育連盟や高等学校体
育連盟をはじめとして，この方針に則ってそのような形の大会や
教室等を考えていただければありがたいと考えている。

（島津委員） そのような場があると，子供たちがスポーツをするきっかけに
もつながると思うので，是非考えていただきたい。

（石丸委員） これはあくまでも方針であり，強制力はないと思うが，部活動
については，学校単位で思い入れがある。
先ほどの私立学校もだが，これが遵守されているのをどのよう

に把握するのか。また，遵守されていなかった場合，どのように
指導するのか。

（保健体育課長）先ほどの業務改善のアクションプランの中でもあったが，我々
としても，フォローアップしてまいりたいと考えている。ただ，
この部活動は勝利を目指すものではなく，学校において今回のガ
イドラインの意識を浸透させていくという先生方の意識改革を含
めて大事であると思っているので，守られていない学校に対して
は，機会を捉えて話していく必要があると考えている。

（原之園委員） 中学校体育連盟及び市町村教育委員会で学校の部活動が参加す
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る大会数の上限の目安等を定めるならば，高校にも準用され，高
等学校体育連盟，県教育委員会や高等学校長が精査すると考えて
よいか。

（保健体育課長）そのように考えていただいてよい。毎年，県体育協会や関連団
体の理事長会で要請したり，年度末には学校教育活動以外の運動
競技について通知したりして見直しを図るようお願いしていると
ころである。

(3) 平成30年度かごしまジュニア検定について
（義務教育課長）平成30年度かごしまジュニア検定の概要，参加校・参加者数等

について説明

（島津委員） かごしまジュニア検定が実施されてもう10年になる。私も商工
会議所で最初の作成に関わっており，非常に注目しているもので
ある。
当初の受検者は約17,000人で，その後は15,000人から16,000人

程だったのが，今年は23,000人を超えている。積極的に参加され
ており，嬉しいことである。
また，合格率が当初10％台であったが，今ではとても上がって

おり，学校自体で毎日取り組んでいただいているのが素晴らしい。
郷土へ愛着をもち，郷土への理解が深められている結果であると
感じた。
さらには，大人版のかごしま検定もあるので，そのようなもの

への興味につながっていくことを期待したい。今後も是非続けて
いただきたい。

（原之園委員） この検定は非常に良い取組であり，もう10年も実施されている。
できれば中学校の参加がもう少し上がってほしい。小学校の子供
たちが中学校に上がっても継続していただければよいと思う。
さらには，この検定を受検することで，鹿児島に愛着をもった

り，郷土をよく知ってくれたりするとよい。また，友達と教え
合うことによって仲良くなるという相乗効果がある気がする。
ちなみに，参加に関して，地域でのばらつきはあるのか。

（義務教育課長）今のところ，地域におけるばらつきは聞いていない。やはり，
中学校の参加が少ないが，学校で組織的に行う時間がないという
ことも聞いているところである。こちらからこの検定の良さを伝
えて年間指導計画に入れていただくようにお願いし，実施する学
校も増えてきているところではある。

（堀江委員） 検定のレベルは一つだけか。例えば，小学校ですでに合格した
子供は中学校で受検しないことも考えられるので，合格した子供
たちがもっと挑戦したいと思えるようにするため，レベルを分け
て，より継続して興味を持っていただくような取組も必要である
と思うので，今後検討していただきたい。

（義務教育課長）かごしまジュニア検定の内容が載っている冊子がある。その中
から毎年20問出されているので，次年度は違う20問が出る。また，
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一度合格しても点数を上げることを目標にする，ということもあ
る。今回御指摘いただいたところは，主催者にも伝えてまいりた
い。

７ 教育長報告
報告第４号 教育に関する事務について定める議案についての知事への意見

申出について
（非公開）

８ 議案
議案第４号 校長の任命について

（非公開）

議案第５号 職員の懲戒処分について
（非公開）

９ 閉会


